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はじめに
このたびは、myPRO洗濯機をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

• 取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。
• お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に、必ず保管してください。
• 本機を他の人に譲渡されるときは、各々の取扱説明書と設置マニュアルを添付してください。
設置マニュアルがないと正しい設置が出来ません。

• 設置および使用が正しく行われなかった場合の故障や事故については、責任を負いかねます
のであらかじめご了承ください。

このマークの後には、「警告」「注意」に関する事項が書かれています。
本機の機能保護や、安全のために必ずお守りください。

このマークの後には、本機を安全かつ、有効に利用するための情報が書かれています。

このマークの後には、本機の使用に関する情報が書かれています。

このマークの後には、環境に配慮した使い方や情報が書かれています。

• この取扱説明書には、製品が故障と思われる時に、お客様がご自分でトラブルを解決する 
ための点検方法が書かれています。「故障かな？」と思われるときには、まずこの取扱説明書
の「故障かな？と思ったら（P.25）」をご参照ください。

 警告

点検後も正常に動かなかったり、明らかに異常がある場合は給水栓を閉めて 

電源プラグを抜くか専用ブレーカーを落とし安全を確保する
火災・事故・ケガ・感電・故障の恐れがあります。お買い上げの販売店にご連絡ください。

 警告

修理技術者以外は分解したり改造したり修理をしない
技術者以外の方が修理等を行う事はとても危険です。お買い上げの販売店にご連絡ください。

 警告

コンセントプラグ、電源ケーブルの改造・交換は行わない
火災・事故・ケガ・感電・故障の恐れがあります。お買い上げの販売店にご連絡ください。
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安全上のご注意

 ■ 安全にお使いいただくために
• ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みになり、正しくお使いください。
• ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や損
害を未然に防止するためのものです。また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を
明示するために、誤った取扱いをすると生じることが想定される内容を「警告」「注意」の2つ
に区分しています。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

 警告：人が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。

 注意：人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される場合。

（絵表示の例）

：危険・警告・注意を促す内容のものです。

：禁止の内容のものです。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は分解禁止）が表示されています。

：行為を強制したり指示したりする内容のものです。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く）が表示
されています。

 警 告

200Vコンセントは単独で使う
200Vコンセントは、一つのブレーカーに
1つしか取り付けられません。
ブレーカーは漏電遮断器内蔵の安全ブ
レーカーをお勧めします。

壁コンセントにはアース工事が必要
200Vコンセントの設置には、専用ブレー
カーから電源とアースを200V15A以上
のコンセントまで配線する事が必要です。
この作業は有資格者のみ行うことが出来
る工事です。

電源コードの取扱いに注意する
改造しない、交換しない、傷つけない、
固定しない、束ねない、破損させない、
無理に曲げない、引っ張らない、ねじら
ない、重い物を乗せたり挟み込んだりし
ない、製品で押しつけない、製品の上や
下や側面に押し込まない。
火災・事故・ケガ・感電・故障の恐れが
あります。

電源コードや電源プラグが痛んだ
り、コンセントの差し込みがゆる
い時は、電源プラグを抜くか専用
ブレーカーを切り安全を確保する
火災・事故・ケガ・感電・故障の恐れがあります。
技術者以外の方が修理等を行う事はとても危険です
のでお買い上げの販売店にご連絡ください。

設置前に運搬による破損がないか、製品を確認する
破損した電気製品は決してコンセントに繋がないでください。破損がある場合にはお買い上げの販
売店にご連絡ください。
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 警 告

単相100Vで使用しない・海外で使
用しない
動作しません。そのままにしておくと火
災・故障の恐れがあります。

電源プラグの刃および刃の取付面
にほこりが付着している場合は、
よく拭いて埃を取る
火災・故障の恐れがあります。

（*１）

灯油、ガソリン、ベンジン、シン
ナー、アルコール、油・溶剤・整
髪剤などやそれらが付着した洗濯
物をドラムに入れたり近づけない
爆発・火災の恐れがあります。

電源プラグをコンセントから抜く
時は、必ずプラグを持つ
電源コードは引っ張らないでください。
火災・事故・ケガ・感電・故障の恐れが
あります。

お手入れの際に本体各部に直接水
をかけない
火災・事故・ケガ・感電・故障の恐れが
あります。

濡れた手で電源プラグをコンセン
トから抜き差ししない
事故・ケガ・感電・ショートの恐れがあ
ります。

長期間ご使用しない時は、必ず電
源プラグをコンセントから抜くか、
専用ブレーカーを落とす
絶縁劣化による感電や漏電火災の原因に
なります。

お手入れの際は必ず電源プラグを
コンセントから抜くか、専用ブレー
カーを落とす
事故・ケガ・感電・ショートの恐れがあ
ります。

浴室や屋外や湿気の多い場所には
据え付けない
火災・事故・ケガ・感電・故障の恐れが
あります。

洗濯前にドラム内に何も入ってい
ない事を必ず確認する
危険物・ペット・お子様等この取説で禁
止されている物が入っている状態で洗濯
をすると、死亡・爆発・火災・などケガ・
感電・故障の恐れがあります。

火のついたローソク・蚊取り線香・
たばこなどの火気を近づけない
火災・故障・変形の恐れがあります。

設置・移動の際には周囲に充分に
気を付ける
当機は非常に重いので事故・ケガの恐れ
があります。

取付前に、全ての梱包材と輸送用
ボルトを外す
そのまま使用すると本機が破損し故障し
ます。設置時には必ずマニュアルを確認
してください。

取付後、全てのホース・ケーブル
が挟まれていたり押されていたり
しない事を確認する
そのまま使用すると本機が破損し故障し
ます。設置時には必ずマニュアルを確認
してください。

（*1） 爆発・発火を防ぐ為に、油類や油のしみこんだ物を洗濯・乾燥しないでください。
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 警 告

爆発物（ライター、スプレー容器な
ど）をドラム内に入れない
洗濯物と一緒に本機に入ることが絶対に
ないようにしてください。
爆発・火災・故障の恐れがあります。

（*１）

ラグ・カーペット・マット・靴な
どをドラム内に入れない
脱水中に異常振動が発生して、本体や設
置場所に損傷を与え、火災・事故・水漏れ・
故障の恐れがあります。

（*１）

詰め物をいれた洗濯物（枕、クッ
ション、布団など）をドラム内に入
れない
脱水中に異常振動が発生して、本体や設
置場所に損傷を与え、火災・事故・水漏れ・
故障の恐れがあります。

（*１）

防水性のある洗濯物や発泡ゴムま
たはゴムに類似した材料を含有す
る洗濯物をドラム内に入れない
脱水中に異常振動が発生して、本体や設
置場所に損傷を与え、火災・事故・故障
の恐れがあります。

ジーンズ・バスローブ・バスタオ
ル等のかさばる物や、洗濯ネット
に入れた物は、1枚だけで洗わない
他の物と一緒に洗濯してください。脱水
中に異常振動が発生して、本体や設置場
所に損傷を与え、火災・事故・水漏れ・
故障の恐れがあります。

高温洗浄中や乾燥工程中はドアガ
ラスに触れない
高温になっている場合があり、火傷の恐
れがあります。

緊急排水・緊急ドア開けを行う際
には熱湯に注意する
庫内の水は熱湯になっている場合があり、
火傷の恐れがあります。

本機の上に重い物や壊れやすいも
のを乗せない
地震やドアの開閉により乗せた物が落下
して、事故・ケガの恐れがあります

日本語が読めない方や取扱説明書
の理解が出来ない方は本機の使用
を行わないように注意する
火災・事故・水漏れ・故障の恐れがあり
ます。

痛んだり破れている洗濯物をドラ
ム内に入れない
ほぐれた糸くずが洗濯機内部に蓄積し、
火災・カビの発生の助長・故障の恐れが
あります

お子様にドラムの中をのぞかせた
り遊ばせたりしない
ドラムの中に落ちて、閉じ込み事故・ケガ・
火傷の恐れがあります。

洗濯機の近くなどに台を置かない
ドラム内部への落下・ガラス部への接触
等で、ケガ・火傷の恐れがります。

（*1）  これらの洗濯物は本洗濯機でのご使用を控えてください。
 防水性のある洗濯物の例：介護用品の全て・寝袋・バッグ・耐水スポーツウェア

 （レインウェア・サウナスーツ・ウェットスーツ・スキーウェア等）・車両カバー等
 ゴム類の洗濯物の例：裏地にゴムが貼り付けられている衣類・キッチンマット・バス
マット・ヨガマット等
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 警 告

子供だけで使わせたり、幼児の手
の届くところで使わない
ドラムの中に落ちて、ケガ・火傷の恐れ
があります。

登らない・ドアにぶら下がらない
ケガ・火傷・故障の恐れがあります。

製品の梱包材はお子様の近くに置
かない
ビニール・発泡スチロール・段ボールな
どの梱包材は、お子様にとって窒息事故・
ケガの恐れがあります。

リサイクルに出すときにはドアは
外す。
お子さまが閉じこめられる事故を起こし
たり、それ以外の危険な状況に陥ったり
することを防ぎます。

洗剤や柔軟剤はお子様の手が届か
ない場所に置く
誤飲すると事故の恐れがあります。

カーペット床への設置はしない
確実な固定が出来ない事から火災・水漏
れ・故障の恐れがあります。故障時のサー
ビスメンテナンスも出来ません。

糸くずや埃は本機の回りに蓄積し
ていないこと
多くのゴミを吸い込んでしまうと、火災・
故障の恐れがあります。焦げ臭い臭いを
感じたらコンセントを抜いてください。

ペットを庫内にいれない
庫内環境に慣れてしまうと、自ら庫内に
入ってしまいます。閉じ込まれたり、そ
のまま洗濯してしまうと、ペットが死亡
したり故障する恐れがあります。

洗濯機と周囲の隙間に小動物が入
らないようにする
小動物が電気配線やホースをかじること
で、感電・水漏れ・故障の恐れがあります。

洗濯前に必ず給水栓を開いてホー
スの接続を確認する
ネジが緩んでいると水漏れして思わぬ
被害を招く恐れがあります。

ドアを閉める際には洗濯物を挟ま
ない
水漏れ・故障・衣類を痛める恐れがあり
ます。

本体上部に洗剤や柔軟剤を入れた
容器を置かない
こぼれた液体が本体に付くと、部品が割
れたり変色するおそれがあります。

金属粉・金属片・硬貨や小物など
は必ず衣類から取り出して庫内に
入れる
感電・故障の恐れがあります。

使用場所が0℃以下になる場所で
は使用しない
凍結により、故障や水漏れの恐れがあり
ます。

洗剤や柔軟剤を入れすぎない
入れすぎると故障・庫内のカビの発生の
助長・衣類の痛みの恐れがあります。洗
剤メーカーの指定した量以下でお使い下
さい。

ワイヤー入りブラジャー等は専用
のネットに入れる
ワイヤーが飛び出すとドラムを傷つけ
故障する恐れがあります。
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 注 意

ドラム式対応洗剤以外は使用しない
洗剤は低発泡性のドラム式洗濯機用洗剤
を使用しないと、故障や泡漏れ等の恐れ
があります。

本体前面には十分なスペースを確
保する
ドアの開閉がスムーズに出来なかったり、
緊急排水が出来なくなったり、故障時の
サービスメンテナンスが出来なくなりま
す。

給水ホースは定期的に点検する
長期間使用すると劣化により水漏れする
恐れがあります。必ず定期的に点検して
ください。

 ■ ご使用について
• 本機は日本国内用に設計されています。他の国や地域ではご使用にならないでください。
• 衣類の洗濯タグで洗濯可能になっている衣類のみ洗ってください。
• 本機に洗濯物を詰め込み過ぎないでください。
• 洗濯の前にはポケットが空であることを確認してください。
• ボタンやファスナーはしっかりと閉まっていることを確認してください。
• 傷んだり破けたりしている衣類の洗濯は避けてください。
• ペンキ、インク、さびや草の汁が付いた衣類は洗濯前にこびりついた汚れを落としてください。
• ワイヤー入りブラジャーなどは専用ネットに入れて洗濯してください。
• ドライクリーニング溶剤のような化学製品が付着した衣類は本機で洗濯しないでください。
• ドアの気密性を保つために、お使いになった後は、ドアを少しだけ開けておいてください。
• 靴下や紐などの小物は洗濯用ネットに入れて洗うことをお勧めします。
• 本機を硬いブラシなどで掃除しないでください。

 注 意　高温水による洗濯中の発火を防ぐ為に

• 植物性油、食用油や整髪剤を含んだ衣類は、洗濯前に洗剤が入った温水で洗ってくださ
い。

• ガソリンやドライクリーニング溶剤、その他の可燃性の溶剤で洗ったり、染み込んだ衣
類を洗わないでください。（アセトン、アルコール、ガソリン、灯油、剥離剤、テレビン
油、ワックス、ワックス除去剤など）

• フォームラバー製品（ラテックス製品）または同様のゴムを含む製品は、乾燥させないで
ください。フォームラバー製品は加熱により自然発火することがあります。

• 金属を含む下着は、乾燥中に金属の補強材が緩んで本機を破損する恐れがあります。
• シャワーキャップや乳児用ナプキンカバーなどの防水性のプラスチック製品を洗わない
でください。

• 裏地がゴム製の衣類やゴムが貼り付けられている衣類、枕、ゴム製の靴を洗わないでく
ださい。
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各部の名称

 ■ 本体
31 2

5

6

7

4

1  トップパネル
2  洗剤ケース
3  操作パネル
4  ドアハンドル
5  ドラム用LEDランプ
6  銘板
7  フット（アジャスター）
設置マニュアルをご参照ください。

 ■ 付属品
使用については設置マニュアルをご参照ください。

1

345

2 1  スパナ
輸送用ボルトを外すときに使います。

2  プラスチックキャップ
輸送用ボルトを取り外したあとの裏面の穴
を埋めるために使います。

3  給水ホース
4  粉末/液体洗剤用フラップ
洗剤ケースに取り付け済みです。

5  排水ホース

ご購入先より購入が出来ます。
付属品についてはエレクトロラックスに承認された部品のみ安全性が保証されます。
エレクトロラックスが承認していない部品をご使用の場合、機器の保証が出来ない場合
があります。
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操作パネルについて

 ■ コース選択ダイヤル
衣類の種類や洗濯物の量に合わせて洗濯コースをダイヤルでお選びください。
選択されたコースのインジケーターランプが点灯します。
コース一覧は「プログラム一覧（P.12）」をご参照ください。
コース名 機能説明
普通洗い 常温で洗濯する基本コースです。
しっかり洗い 常温で前処理洗い（予洗）と本洗いをおこなう2度洗いの洗濯コースです。
ソフト洗い 常温で化繊などデリケートな衣類を洗濯するコースです。

お湯洗い このコースの使用は、給水と給湯の設備が必要になります。給水接続のみの場合、
ご使用できません。お湯で洗うコースです。

加熱洗い 30℃ /40℃ /60℃ 
皮脂汚れなどの黄ばみやシミ汚れなど、お湯で洗うコースです。汚れ具合に応
じて温度を選択してください。

高温洗浄80℃ 80℃10分の除菌洗濯が可能なコースです。色物や化繊の洗濯はおやめください。
エコ洗い 常温での1回洗い1回すすぎのコースです。汚れが目立たない洗濯時に最適です。
工コ洗い30℃ /40℃ お湯での1回洗い1回すすぎのコースです。汚れが目立たない洗濯時に最適です。
ソフト洗い30℃ /40℃ 化繊などデリケートな衣類を洗濯するコースです。
しっかり洗い30℃ /40℃ お湯での前処理洗い（予洗）と本洗いをおこなう2度洗いの洗濯コースです。
浸け置き洗い お湯でしっかり漂白したい時の洗濯コースです。

スタート /一時停止ボタンオプションボタン電源ボタン

インジケーターランプ
ディスプレイ

コース選択ダイヤル

 ■ オプションボタン
洗濯コースに追加可能なオプションメニューです。

タイマー予約ボタン このボタンを押すと洗濯を遅らせてスタート出来ます。（30分から70時間）
長時間のタイマー設定時での使用洗剤は粉末洗剤をおすすめします。

ソフターなしボタン このボタンを押すとソフターの投入をカットします。
もう一度押すと通常  に戻ります。

脱水時間短縮ボタン このボタンを押すことで脱水時間を短縮できます。最少時間（5秒）

すすぎ追加ボタン
このボタンを押すとすすぎを追加します。このオプションは洗剤に対するアレ
ルギーをお持ちの方など、ご使用ください。

予備洗い追加ボタン
このボタンを押すと本洗の前に予洗が追加追加されます。汚れがひどい場合に
このオプションをお使いください。このオプションを使用することで、洗濯時
間が長くなります。

事前すすぎボタン このボタンを押すと予洗、本洗の前に一度、洗濯物をすすぐことが出来ます。
※洗剤は投入されません。
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 ■ ディスプレイ

チャイルドロック機能が働いています

チャイルドロック機能を解除しています

すすぎが追加された場合、この表示  が点灯します

脱水時間を表示します

スタート予約機能が働いていることを示しています

洗濯コースの残り時間を表示します

スタート予約時間を表示します

エラーコードを表示します
※「故障かな？と思ったら（P.25）」をご確認ください

洗濯コースやオプションボタンがうまく選択出来ない場合に表示します

洗濯工程が終了時に表示します

ソフターが通常通り投入されることを示しています

ソフターなしボタンが働いていることを示しています

洗濯コースを選択時に、その洗濯コースで行う各工程が表示されます。
また、洗濯コースがスタートした際、各洗濯工程時に表示します。

予備洗い

本洗い

すすぎ

脱水

事前すすぎ
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プログラム一覧

コース コース名 洗濯物の
最大量 こんなとき 洗濯物の種類 洗濯

温度
すすぎ
回数

洗濯時間※

（目安）

オプションプログラム

洗剤量※

（目安）

タイマー
予約

ソフター
なし

脱水時間
短縮

すすぎ
追加

予備洗い
追加

事前
すすぎ

1 普通洗い 8kg 常温での日常の洗濯
タオルや肌着などの
コットン

常温 ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

中性の液体洗剤で
算出

洗濯物 あたり
～

※洗剤量は自社オリ
ジナル液体中性洗
剤で試算

2 しっかり洗い 8kg 常温でしっかり洗濯したいとき 常温 ： ○ ○ ○ ○ × ○

3 ソフト洗い 4kg おしゃれ着などをの洗濯 ポリエステル混合などの
おしゃれ着 常温 ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 お湯洗い 8kg
給湯接続の場合のみ使用可能なコースです
給水接続の場合は普通洗いになります

タオルや肌着などの
コットン

℃ ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 加熱洗い 30° 8kg 皮脂や油汚れの洗濯 ℃ ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 加熱洗い 40° 8kg 皮脂や油汚れの洗濯 ℃ ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 加熱洗い 60° 8kg 皮脂汚れや油汚れ、ニオイを落とす洗濯

白物のコットン系衣類

℃ ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 除菌洗い 80° 7kg 除菌や高温洗浄したいとき ℃ ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 エコ洗い 8kg 汚れが目立たない日常の洗濯

タオルや肌着などの
コットン

常温 ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 エコ洗い 30° 8kg

汚れが目立たない衣類のお湯での洗濯
温度はお好みで選択してください

℃ ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 エコ洗い 40° 8kg ℃ ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ソフト洗い 30° 4kg

デリケートなおしゃれ着の洗濯 ポリエステル混合などの
おしゃれ着

℃ ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 ソフト洗い 40° 4kg ℃ ： ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 しっかり洗い 30° 8kg 汚れの多い厚手の衣類の洗濯
タオルや肌着などの
コットン

℃ ： ○ ○ ○ ○ × ○

15 しっかり洗い 40° 8kg 皮脂汚れの多い厚手の衣類の洗濯 ℃ ： ○ ○ ○ ○ × ○

16 浸け置き洗い 4kg ふきんなどお湯で漂白したいときの洗濯 白物のコットン系衣類 ℃ ： ○ ○ ○ × × ×

除菌洗い80°はおしゃれ着などの衣類は避けてください。衣類が痛む恐れがあります。
     マークの衣類は縮む恐れがありますので洗濯しないでください。

※ 給水温度及び給水圧力また排水管などの設備により、運転にかかる時間はかわります。
※ 汚れ具合に応じて洗剤量は適宜調整してください。
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プログラム一覧

コース コース名 洗濯物の
最大量 こんなとき 洗濯物の種類 洗濯

温度
すすぎ
回数

洗濯時間※1

（目安）

オプションプログラム

洗剤量※2

（目安）

タイマー
予約

ソフター
なし

脱水時間
短縮

すすぎ
追加

予備洗い
追加

事前
すすぎ

普通洗い 常温での日常の洗濯
タオルや肌着などの
コットン

常温 3 1：21 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中性の液体洗剤で
算出

洗濯物1kgあたり
3～ 4g

※洗剤量は自社オリ
ジナル液体中性洗
剤で試算

しっかり洗い 常温でしっかり洗濯したいとき 常温 3 1：44 ○ ○ ○ ○ × ○

ソフト洗い おしゃれ着などをの洗濯 ポリエステル混合などの
おしゃれ着 常温 2 1：02 ○ ○ ○ ○ ○ ○

お湯洗い 給湯接続の場合のみ使用可能なコースです
給水接続の場合は普通洗いになります

タオルや肌着などの
コットン

30℃ 3 1：28 ○ ○ ○ ○ ○ ○

加熱洗い ° 皮脂や油汚れの洗濯 30℃ 3 1：38 ○ ○ ○ ○ ○ ○

加熱洗い ° 皮脂や油汚れの洗濯 40℃ 3 1：43 ○ ○ ○ ○ ○ ○

加熱洗い ° 皮脂汚れや油汚れ、ニオイを落とす洗濯

白物のコットン系衣類

60℃ 3 2：18 ○ ○ ○ ○ ○ ○

除菌洗い ° 除菌や高温洗浄したいとき 80℃ 3 3：08 ○ ○ ○ ○ ○ ○

エコ洗い 汚れが目立たない日常の洗濯

タオルや肌着などの
コットン

常温 1 1：11 ○ ○ ○ ○ ○ ○

エコ洗い °
汚れが目立たない衣類のお湯での洗濯
温度はお好みで選択してください

30℃ 1 1：11 ○ ○ ○ ○ ○ ○

エコ洗い ° 40℃ 1 1：11 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ソフト洗い °

デリケートなおしゃれ着の洗濯 ポリエステル混合などの
おしゃれ着

30℃ 2 1：07 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ソフト洗い ° 40℃ 2 1：22 ○ ○ ○ ○ ○ ○

しっかり洗い ° 汚れの多い厚手の衣類の洗濯
タオルや肌着などの
コットン

30℃ 2 1：59 ○ ○ ○ ○ × ○

しっかり洗い ° 皮脂汚れの多い厚手の衣類の洗濯 40℃ 2 2：04 ○ ○ ○ ○ × ○

浸け置き洗い ふきんなどお湯で漂白したいときの洗濯 白物のコットン系衣類 45℃ 2 1：01 ○ ○ ○ × × ×

除菌洗い °はおしゃれ着などの衣類は避けてください。衣類が痛む恐れがあります。
マークの衣類は縮む恐れがありますので洗濯しないでください。

※1 給水温度及び給水圧力また排水管などの設備により、運転にかかる時間はかわります。
※2 汚れ具合に応じて洗剤量は適宜調整してください。
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初めてお使いになる前に

 ■ 洗濯機を使う
1. 蛇口を開けます。
2. 電源プラグをコンセントに接続します。
3. 電源ボタンを押して、洗濯機の電源を入れます。
4. 洗濯物を入れます。
5. 適切な量の洗剤や柔軟剤を入れます。
6. 洗濯物の種類と汚れ具合にあったコースを選択します。
7. スタート/一時停止ボタン押して、コースを開始します。

 ■ 洗濯物を入れる
1. 洗濯機のドアを開けます。
2. 洗濯物を一点ずつドラムの中に入れます。

• ドラムに入れる前に洗濯物を広げてください。
• ドラムに洗濯物を入れすぎないように注意してくだ
さい。

3. ドアを閉めます。

 警告
洗濯物がドアとパッキンの間に挟まらないようにしてください。水もれや洗濯物の破損の原因になります。

 ■ 洗剤や柔軟剤を入れる

粉末 /液体洗剤用
フラップ

予備洗い用の洗剤ケース
プログラムを開始する前に、予備洗い用の洗剤を入れます。

洗濯用の洗剤ケース
液体洗剤をお使いになる場合は、プログラムを開始する直前
に入れてください。漂白剤はこのスペースに入れてください。

液体の柔軟剤用ケース
プログラムを開始する前に入れてください。

液体の柔軟剤などの最大レベル

粉末／液体洗剤用フラップ
使用する洗剤が粉末か液体かによってフラップを上下に回転
させて適切な位置にしてください。

 ご注意
家庭用洗濯機で使用するのに適した洗剤／柔軟剤／漂白剤だけを使用してください。
洗剤／柔軟剤／漂白剤のメーカーの表示に従って投入してください。
使用する洗剤の量は以下によって違います。
• 洗濯物の汚れ具合
• 衣類の量
※ドラム式対応用の洗剤をご使用ください。
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 ■ フラップ位置の確認
1. 洗剤ケースをいっぱいに引き出します。 フラップ

2. 粉末洗剤を使う場合は、フラップを上げて
奥まで倒します。

3. 液体洗剤を使う場合は、フラップを下げま
す。 フラップ

フラップを下げたときは：
• ゼリー状の洗剤や濃い液体洗剤は使わないで
ください。

• フラップに示された最大量の表示を超える大
量の液体洗剤を入れないでください。

4. 洗剤や柔軟剤を入れます。
5. 洗剤ケースを押しながら静かに閉めます。

• ケースを閉めるときに、フラップが邪魔
にならないことを確認してください。

ジェルボール洗剤をご使用の場合は、ドラムに
直接投入してください。
しかし、洗濯時に予洗いのオプションを設定し
た場合は、ジェルボールは予洗い時に消費され
てしまいますのでご注意ください。
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コースの設定と開始

 ■ 洗濯の開始
1. 電源ボタンを押して電源を入れます。

2. コース選択ダイヤルを回します。
• 選択したコースのインジケーターが点灯します。
• スタート/一時停止ボタンのインジケーターが赤く点滅
します。

• ディスプレイには、初期設定されている機能が表示さ
れます。

3. 使用できる機能を設定します。
オプションプログラムは「オプションプログラム
（P.13）」をご参照ください。

4. スタート/一時停止ボタンを押してプログラムを開始しま
す。
• スタート/一時停止ボタンのインジケーターが赤く点灯
します。

洗濯時間は、洗濯物を最短の時間で完全に洗いあがるように自動的に設定されます。
洗濯が始まってから約15分後にディスプレイには新たな時間が表示されます。

 ■ コースを中断する
1. スタート/一時停止ボタンを押します。

• インジケーターが赤く点滅します。
2. スタート/一時停止ボタンをもう一度押します。

• 洗濯が再開します。

 ■ 実行中のコースを取り消す
1. 電源ボタンを押します。

• コースが取り消され、洗濯機の電源が切れます。
2. 電源ボタンをもう一度押すと、洗濯機の電源が入ります。

• 新しいコースを設定することができます。

再スタートする場合、洗剤ボックス内に洗剤が残っているか確認してください。
無い場合は、再度洗剤をセットしてください。

16



 ■ 機能を変更する
設定したオプション機能が動作する前は、機能によっては変更できるものがあります。
オプションプログラムは「オプションプログラム（P.13）」をご参照ください。
1. スタート/一時停止ボタンを押します。（インジケーターが点滅します）
2. オプション機能の設定を変更します。

 ■ ブザー音
次のときにブザー音が鳴ります。
• 洗濯機の電源を入れたとき、および電源を切ったとき。
• ボタンを押したとき。
• 洗濯が終了したとき。
• 誤動作が起きたとき。

同時に 6秒押す

ブザー音を「入／切」するには、すすぎ追加ボタンと脱水時間短縮ボタンを同時に6秒間
押します。

ブザー音を「切」にしても、誤動作が起こるとブザー音が鳴ります。
操作ボタンを押した時のタッチ音は、常に「入」の状態です。

 ■ チャイルドロック機能
この機能はコントロールパネルを不意に触れることによる機器の
誤動作を防止します。

同時に押す

この機能を有効にするには、
ディスプレイに「 」マークが表示されるまで、事前すすぎ
追加ボタンと予備洗い追加ボタンを同時に押します。

この機能を無効にするには、
ディスプレイの「 」マークが消えるまで、事前すすぎ追加ボタンと予備洗い追加ボタン
を同時に押します。

• スタート/一時停止ボタンを押す前に機能を有効にした場合：
洗濯運転を始めることは出来ません。

• スタート/一時停止ボタンを押した後（洗濯運転を始めた後）に機能を有効にした場合：
すべてのボタンとコース選択ダイヤルが働かなくなります。

 ■ 常時すすぎ追加機能
この機能を有効にすると、すすぎ追加ボタンを押さなくても常にすすぎ追加機能が自動で作動
します。

この機能を有効にするには、
ディスプレイに「 」マークが表示されるまで、ソフター
なしボタンとタイマーボタンを同時に押します。

同時に押す

この機能を無効にするには、
ディスプレイの「 」マークが消えるまで、ソフターなし
ボタンとタイマーボタンを同時に押します。
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 ■ DELAY START（タイマー）を設定する
1. タイマーボタンを繰り返し押して、ディスプレイに希望の設定時間を表示します。

• 関連したマークが点灯します。
2. スタート/一時停止ボタンを押すと、時間のカウントダウンが始まります。

• カウントダウンが完了すると、設定したコースが自動的に始まります。
スタート/一時停止ボタンを押してカウントダウンが始まる前であれば、スタート予約の
設定を取り消したり、変更することができます。

 ■ DELAY START（タイマー）を取り消す
1. スタート/一時停止ボタンを押します。

• 関連するインジケーターが点滅します。
2. タイマーボタンを繰り返し押して、ディスプレイに「 」を表示します。
3. スタート/一時停止ボタンを押します。

• 設定したコースが始まります。

 ■ ドアを開ける
洗濯運転中やタイマー機能を有効中は、ドアがロックされています。

ドアを開けるには：
1. スタート/一時停止ボタンを押します。

• ディスプレイのドアロックマークが消えます。
2. ドアを開けます。
3. ドアを閉め、スタート/一時停止ボタンを押します。

• コースまたはスタート予約が継続します。
ドラム内の水の温度や水位が非常に高い場合、ドアロックマークが消えず、ドアを開け
ることはできません。ドアを開けるには、以下のように操作してください：
1. 電源ボタンをOFFにします。
2. 数分間待ちます。
3. ドラム内に水がないことを確認します。
洗濯機をリセットした場合は、プログラムを設定し直してください。

 ■ コースが終了したとき
ブザー音が鳴り、洗濯機は自動的に停止します。
• ディスプレイに「0」が表示されます。
• スタート/一時停止ボタンのインジケーターが消えます。
• 電源ボタンを押して、洗濯機の電源を切ります。電源を切り忘れた場合は、コース終了後5
分で自動で電源は切れます。

• 洗濯物を取り出します。ドラムの中が空になっていることを確認してください。
• カビや臭いを防ぐために、ドアを少し開けておいてください。
• 蛇口を閉めます。
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洗濯のポイント

 ■ 洗濯物の仕分けを必ず行ってください。
必ず衣類の「取扱い表示」やメーカーの洗濯方法の指示に従って、白物／色柄物、化繊／デリケー
ト／ウールなどに分けてから、衣類に適したプログラムを設定してください。
白物（木綿、合成繊維）でも、素材（ゴム使いなど）によっては変色することがあります。
そのような場合は、温度を低めに設定してください。

 ■ 下準備
• 白い物と色付きの洗濯物は別々に洗ってください。色がにじむことがあります。
• 色物を初めて洗うときは、色落ちすることがあります。個別に洗ってください。
• ピローケースなどのボタンは掛け、ジッパーやホック、マジックテープを閉めてください。
• ベルトや長いひもなどは軽く結んでください。
• 落ちにくい染みは、洗濯前に落としておいてください。
• 特に汚れのひどい部分は、専用洗剤またはペースト洗剤でもみ洗いしてください。
• カーテンは、フックを取り外し、ネットに入れ、特に注意して取り扱ってください。

 ■ 染み抜き
がんこな染みは、水と洗剤だけでは落ちないことがあります。
洗濯の前に染みの種類や衣類の材質に合わせた染み抜き剤をお使いいただき染み抜きをしてお
くことをお勧めします。

血液 付いたばかりの染みは冷水で洗ってください。乾いた染みは、専用洗剤に一晩つけて
おいてから、石鹸と水でもみ洗いしてください。

油性塗料 ベンジン染み抜き剤で染みの部分を湿らせ、染みの付いた衣類をやわらかい布の上に
置いて、上から軽くたたきます。これを何回か繰り返してください。

乾いた油の汚れ テレビン油で染みの部分を湿らせ、染みの付いた衣類をやわらかい表面に乗せ、指先
と綿の布で上から軽くたたきます。

錆 熱湯にシュウ酸を溶かしたもの、あるいは冷水で錆除去剤を使って洗います。古い錆
の染みは、セルロースが既に傷んでいる場合があり、繊維に穴が開くことがあります
ので、ご注意ください。

カビの染み 漂白剤を使って洗い、よくすすぎます（白物と変色しない物のみ）。

草 軽く石けんで洗い、漂白します（白物と変色しない物のみ）。

ボールペンやのり アセトン１）で湿らせ、染みの付いた衣類をやわらかい布の上に置いて、上から軽くた
たきます。

口紅 上記のようにアセトン１）で湿らせ、変性アルコールで処理します。それでも取れなかっ
た染みは漂白します。

赤ワイン 洗剤を溶かした水につけ、すすいだ後、酢酸またはクエン酸で処理し、すすぎます。
それでも取れなかった染みは漂白します。

インク インクの種類により、まずアセトン１）で湿らせてから酢酸で処理し、それでも取れな
かった染みは、白い繊維の場合、漂白します。その後、よくすすいでください。

たばこのヤニ まず、染み抜きまたは変性アルコール、ベンジンで処理し、ペースト洗剤を使っても
み洗いします。

１） レーヨンにはアセトンを使用しないでください。
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 ■ 洗剤／柔軟剤／漂白剤
むだをなくし、環境にやさしく、きれいに洗い上げるには、適切な洗剤や正しい使用量をお守
りください。生物分解性ではあっても、洗剤には大量になると自然のデリケートなバランスを
崩してしまう物質が含まれています。洗剤は、繊維の種類（デリケート、ウール、綿、など）や色、
洗濯温度、汚れ具合によって選びます。

家庭用洗濯機で通常使用できる以下の洗剤をお使いください。
• あらゆる種類の繊維に使用できる粉末洗剤
• デリケートな繊維（最大60℃）とウール製品用粉末洗剤
• あらゆる種類の繊維あるいはウール製品専用の液体洗剤

洗剤や柔軟剤、漂白剤などは、洗濯コースを開始する前に、それぞれのケースに入れてください。
• 濃縮タイプの液体洗剤をご使用の場合は、予備洗いオプションは選ばないでください。
• 本機は再循環システムが採用されているため濃縮タイプの洗剤のご使用に最適です。
• 洗剤／柔軟剤／漂白剤のメーカーが推奨する使用量に従ってください。MAXの表示を超えて
ケースをいっぱいにしないでください。

漂白剤は酸素系のものをご使用ください。
（塩素系漂白剤はステンレスドラムを腐食させます）
粉末・液体洗剤ともに洗剤に混ぜて洗濯用の洗剤ケースに入れてください。「洗剤や柔軟
剤を入れる（P.14）」をご参照ください。

不適切な洗剤を使用すると、下記の原因になります。
• 泡がたちすぎる…水もれ
• 溶けづらい…洗剤入れ・ドラムへのこびりつき、衣類の黄変

 ■ 洗剤の使用量
使用する洗剤の種類や量は繊維の種類、洗濯物の汚れ具合、水の硬度によって違います。
洗剤メーカーの使用量の指示に従ってください。
以下のような場合は洗剤量を減らしてください。
• 少ない量の洗濯物
• 汚れの少ない洗濯物
• 洗濯実行中に泡がたちすぎる
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お手入れとクリーニング
清掃やお手入れの前に、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

 ■ 毎日のお洗濯の後で
必ず給水栓の蛇口を締め、ドアはしばらく開けたままにしておいてください。カビの発生を防ぎ、
ドラム内に臭いが滞留するのを予防します。また、ドアのゴムパッキンを長持ちさせることが
できます。

 ■ 洗濯機の本体表面の掃除
中性洗剤や水を使用して清掃し、完全に乾かしてください。

洗濯機の本体表面の清掃に変性アルコールや家具用手入れクリーナー、強力な洗浄液は
使用しないでください。

 ■ ドラムの掃除とお手入れ
長期間に渡りご使用を頂いていた場合、回転ドラムの外側の洗濯槽に石鹸カス、カビ等が付着
する場合があります。
洗濯時、汚れが回転ドラム内に流入し、洗濯物に付着して黒ずみ等を発生させる場合があります。
この現象の防止のため、定期的に洗濯槽クリーナーのご使用をお薦めいたします。洗濯槽クリー
ナーは洗濯機の使用頻度により5～ 6ヶ月に1度程度を目安に使用してください。

 ■ 洗濯ドラム
錆びた異物（釘、安全ピン等）または鉄分を含んだ
水道水により、ドラム内に錆の沈殿が発生するこ
とがあります。

塩素または鉄分またはスチールウールを含
む、酸性のスケール除去剤、研磨剤でドラ
ムを洗浄しないでください。

1. ステンレス用の洗剤でドラムの錆の沈殿を除去してください。
2. 洗剤の残留物を除去するために洗濯物なしに洗濯サイクルを実行します。カップ1杯の酢を
ドラムに入れ、「加熱洗い60℃プログラム」から空運転すると、洗濯機にこびりついた洗剤
かすや汚れがきれいになります。
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 ■ 洗剤ケースの掃除
洗剤ケースを定期的に清掃してください。
1. レバーを押します。
2. 洗剤ケースを引き出します。 1

2

レバー

3. 液体柔軟剤用ケースの上部を取り外します。
4. 部品を全て水洗します。

5. ケースの凹部をやわらかなブラシで洗います。

6. ケースを元の位置に戻します。
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 ■ 洗剤ケース等のひび割れ防止
洗剤ケースのハンドル部分、操作パネル等の樹脂製の部品に液体洗剤が付着し、付着したまま
の状態で時間が経過すると、付着した部分に変色、ひび割れが発生する場合があります。それ
らの部分に液体洗剤が付着する状況例として液体洗剤投入時に、次のような恐れがありますの
でご注意ください。
• 計量カップから液ダレしたものが、正面パネル側あるいはコンテナ本体との接続部に付着する。
• 手指に原液が付着し、その手指で洗剤ケースの開閉を行う。
• 洗剤ケースの引き出しが不十分だと、機器本体へ洗剤をこぼれてしまう。

ひび割れ防止について
液体洗剤を使用する際には、機器本体へ液体洗剤の付着を防止するため、洗剤ケースを十分に
引き出し、洗剤投入部の中央付近に洗剤を投入してください。また、もし洗剤ケースに付着し
た場合には、ひび割れ等を防止するために、洗剤が付着したまま放置せず、ふき取りを行うこ
とでひび割れを防止することが出来ます。

 ■ 凍結防止
気温が0℃を下回る可能性のある地域に洗濯機を設置した場合は、給水ホースに残っている水
を抜いてください。
1. 電源プラグをコンセントから抜きます。
2. 蛇口を閉めます。
3. 給水ホースを外します。
4. 給水ホースの両端を容器に入れ排水させます。

 警告

この後、洗濯機を使用するときは、気温が0℃以上あることを確認してください。
低温度が原因での故障は、当社は責任を負いかねます。

 ■ LEDランプの交換について
洗濯機のLEDランプは、ドアが開くと点灯し、閉めると消灯します。

 警告

LEDの可視光が放射されています。光線を直視しないでください。

洗濯機専用の特殊な電球を使用しています。交換の際はサービスセンターまでご連絡く
ださい。
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 ■ 給水ホースフィルターとバルブフィルター
次のような場合、フィルターの清掃が必要です。
• 洗濯機に水がたまらない。
• 洗濯機に水をためるのに、長い時間がかかる。
• スタート/一時停止ボタンのインジケーターが点滅し、ディスプレイに関連するアラームが表
示される。「故障かな？と思ったら（P.25）」をご参照ください。

 警告

機器の点検及び清掃時には、電源プラグをコンセントから抜いてください。

1. 給水栓の蛇口を閉めます。
2. 蛇口から給水ホースを外します。
3. 給水ホース内のフィルターをやわらかなブラシ
で清掃します。

1

2

3

4. 洗濯機の裏にある給水ホースを外します。

※給水ホースを外すとき、ホース内に水が
こぼれることがありますのでご注意くだ
さい。

5. バルブ内のフィルターをやわらかなブラシまた
はタオルで清掃します。

6. 給水ホースを元のように取り付けます。漏水しな
いように、連結部がしっかりと閉まっていること
を確認します。

7. 蛇口を開けます。
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故障かな？と思ったら
本機が正常に作動しない場合は、下記項目にそって点検を行ってください。下記内容によって
点検しても正常に作動しない場合は、ご自分での修理は行わず、必ずお買い上げの販売店、ま
たは当社サービスセンターにご連絡ください。下記内容による修理のご依頼、または操作ミス
による故障等の場合は、保証期間中でも有料になることがあります。
※詳しくは「無料修理規定（P.33）」をご参照ください。

不具合によっては、ブザー音がしたり、アラームコードがディスプレイに表示されます。

 警告

本機の修理は、正規の修理技師しか行うことができません。
不適切な修理により利用者に相当の危険が生じる恐れがあります。

問　題 考えられる原因 解決方法

水がたまらない。
表示：

蛇口が閉まっている。 蛇口を開けてください。

給水ホースが損傷している。 給水ホースに損傷がないか確認してく
ださい。

給水ホース内のフィルターが詰まっている。 フィルターの清掃をしてください。
「お手入れとクリーニング（P.21）」を
ご参照ください。

蛇口が詰まっているか、水垢が付いている。 蛇口を掃除してください。

給水ホースが正しく接続されていない。 接続を確認してください。

水圧が低すぎる。 地域の水道局にお問い合わせください。

排水しない。
表示：

排水ホースが損傷している。 排水ホースに損傷がないか確認してく
ださい。

排水ホースが正しく接続されていない。 接続を確認してください。

排水のないプログラムが設定されている。 排水プログラムを設定してください。

漏水防止装置がオンになっている。
洗濯機のドアが開いたままになる、またはきちんと閉まらない。
表示：

ドアをしっかり閉めてください。

主電源が不安定です。 一度電源を切り、再び入れてください。

電気がうまく供給されていません。 一度電源を切り、再び入れてください。

洗剤が入りすぎています。 洗剤の使用量をご確認ください。

オプションの洗剤投入装置やコイン装置と
通信が出来ていない。

オプション機器との接続を確認してく
ださい。
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洗い上がりに満足できないとき
洗濯物が白くなく、ドラムに湯垢が溜まっている
• 使用する洗剤の量が少なすぎる。
• 不適切な洗剤を使用した。
• 洗濯前に落ちにくい汚れを処理していなかった。
• 洗濯コース／温度が正しく選択されていない。

グレーのしみなどの汚れが洗濯物に残っている
• 軟膏、グリスまたは油のしみが付いた洗濯物を、不十分な量の洗剤を使って洗った。
• 洗濯したときの温度が低すぎる。
• よくある原因として柔軟剤などが洗濯物に直接付着していることがあります。このようなし
みはできるだけ早く洗い落としてください。

最後のすすぎの後にまだ泡が見える
• 最近の洗剤は、最後のすすぎサイクルの後でも泡が出ることがあります。ただし、洗濯物の
すすぎは十分されています。

洗濯物に白いものが残る
• 最近の洗剤に入っている不溶性成分によるものですすぎの不足によるものではありません。
洗濯物を振るか、またはブラシを掛けてください。できれば洗濯の際に裏表を逆にしてくだ
さい。

衣類のトラブル

汚れが落ちない • 洗剤が少なすぎませんか。
• 洗剤を入れすぎていませんか。…（すすぎ不足で黄ばみやすい）

黄ばむ • にごり水で洗っていませんか。
• さびの出る金属が入っていませんか。

変色 • 白物と色物を一緒に洗っていませんか。
• 洗濯温度が高すぎませんか。

黒ずむ • 洗剤が少なすぎる。
• 柔軟剤が多すぎた。

はん点 • 天然洗剤や石けんを水洗いで使っていませんか。
• カップ1杯の酢をドラムに入れ、「加熱洗い60℃プログラム」から空運転
すると、洗濯機にこびりついた洗剤かすや汚れがきれいになります。

縮む • 「ドライ」マークが衣類についていませんか。
• （繊維の性質、編み方、織り方も確認してください。）
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設置にあたってのご注意

 ■ 本体設置前の準備（輸送用部材の取り外し）
設置マニュアルに従い必ず行ってください。

本体の開梱

 ご注意（重要）

• 設置前に必ず輸送用部材を取り外してください。輸送用部材を取り付けたままだと、故障
の原因となります。

• 取り外した輸送用部材は移設や引越しの際に必要なので、廃棄したり、失くしたりしない
ようにしっかり保管してください。

• 洗濯機の重量は約80㎏あります。事故や怪我の防止のため、持ち上げる際や、移動時には
十分に注意してください。

１ 2 3

運送箱を完全に解いてから洗濯機を 

寝かして、機械の下にあるポリスチレン
のベースを取り除いてください。

本体を起こし、必ずドラムを固定して
いる輸送用ボルト３点を、付属してい
るスパナで取外してください。

輸送用ボルトを外した後、固定ピンを
全て取外してください。

4 5 6

フラップ

ドアを開けて、ドラムに入っている
ポリスチレンの梱包材を取ります。

空いている３つの穴に目隠しキャップ
を取り付けます。

付属品の洗剤用フラップが洗剤ケースに
取付けられているか確認してください。

27



アフターサービス

 ■ 保証について
1. 保証書は、販売店にて所定事項を記入してお渡しいたしますので、内容をよくお読みのうえ
大切に保存してください。もし、販売店の印がない場合、お客様が購入日を必ずご記入くだ
さるようお願いいたします。

2. 保証期間は、お買い上げの日から1年間です。
保証書の記載内容により修理いたします。（保証期間中でも有料になる場合がありますので、
保証書をよくお読みください。）保証書がない場合は、無償修理が受けられない場合がありま
す。

3. 保証期間後の修理は…
お買い上げの販売店、または当社のサービスセンターご相談ください。修理によって機能が
維持できる場合は、ご要望により有料修理いたします。

 ■ 修理を依頼されるときは
1. 「故障かな？と思ったら」をよくお読みのうえ、もう一度お調べください。
2. それでも異常があるときは、使用をやめて差し込みプラグを抜くか、ブレーカーを落として
お買い上げの販売店、または当社のサービスセンターに次ページの内容をご連絡のうえ、修
理をお申しつけください。お申し出により出張修理いたします。

 ご注意

ご自分での修理はしないでください。大変危険です。
必ず、お買い上げの販売店、または当社のサービスセンターにご依頼ください。

 ■ 補修用性能部品について
当社は、この製品の補修用性能部品の保管を製造打切後、6年間とさせていただいております。
補修用部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
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消費生活用製品安全法等に基づく長期使用製品安全表示制度に
ついて

 ■ 本製品の設計標準使用期間について
本製品は、設計標準使用期間※を10年と算定しており、適切な点検をすることなく、この期間
を超えて使用されますと、経年劣化による発火・けが等の事故に至るおそれがございます。
※設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記の〈設計標準使用期間の算定の根拠〉参照。）
の下で、適切な取扱いで使用し、適切な維持管理が行われた場合に、安全上支障なく使用する
ことができる標準的な期間として設計上設定される期間で、製品毎に設定されるものです（消
安法第32条の3）。メーカー無償保証期間とは異なるものですのでご注意ください。

〈設計標準使用期間の算定の根拠〉
本製品の設計標準使用期間は、製造年を始期とし、エレクトロラックス基準による洗濯機耐久
試験を行った結果に基づき、以下の使用条件を想定して、経年劣化により安全上支障が生ずる
おそれが著しく少ないことを確認した時期を終期として設計標準使用期間を設定しております。

環境条件

設置方法 設置マニュアルによる

温度/湿度 設定なし

電圧 200V（通常の電源）

水の硬度 3～ 21°fHの範囲内の水道水
（硬水であれば、17～ 21°fH）

給水圧力 取扱説明書による

給水・給湯 選択プログラムによる

使用条件

負荷 1kgから最大容量まで

汚れ度 標準レベル

プログラム 取扱説明書による

洗剤 取扱説明書による

〈ご注意ください！〉
• 本製品を、上記の標準的な使用条件または使用頻度の根拠となった数値よりも高い場合は、
設計標準使用期間よりも早期に経年劣化を生じるおそれが多くなることが予想されます。

 ■ 本製品の清掃、その他日常的に行うべき保守の内容およびその方法
製品を安全にご利用いただくためには、お客様においても日常的に清掃を行っていただくよう
お願いいたします。
具体的には、取扱説明書の「お手入れとクリーニング（P.21）」をご覧ください。
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製品の廃棄処分について

 梱包材
本機を廃棄されるときは、下記のことにご注意ください。
• 廃棄処分するときは、環境保護のため、処分に関する適正な情報を地元の廃棄処分分担当局、
市役所等にお確かめください。

• すべての材質は、環境保護に配慮されており、焼却時の危険性もありません。使用されてい
るプラスチック類はリサイクルが可能で、分別が容易なように、次のように表記されていま
す。

＞ PE ＜：ポリエチレン（外側の覆いや庫内の袋など）
＞ PS ＜：ポリエチレン発泡体（パッドなど）フロンガスはまったく含まれていません。
カートンは再生紙でできています。古紙再利用業者にそのままお渡しください。

 警告

洗濯機を廃棄する場合は、廃棄前に使用不能にしてください。電源コードからプラグを取り
外し、電源コードは切断し、ドアパッキンを外してドアが閉まらないようにしてください。
これは、お子さまが本製品に閉じこめられる事故など（窒息する危険）を防止するためです。

環境保護のためのヒント

 ヒント
水と電力を節約し環境保護に貢献するために、以下のヒントを参考にしてください。
• 洗剤、水、時間を節約するために（環境も守れます）、通常の汚れが普通程度の洗濯物は、予
備洗いを行わずに洗ってください。

• 洗濯物を十分に詰め込むことで、本機はより経済的に稼動します。
• 洗濯物が少ない場合には、使用する洗剤を推奨されている分量の半分から３分の2にします。
• 前処理を行ってしみや部分的なよごれを取っておくことにより、洗濯物を低温で洗うことが
できます。
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製品のリサイクルについて

 洗濯機や衣類乾燥機はゴミとして廃棄できません。

ゴミの減量や資源の有効活用を図るため、洗濯機・衣類乾燥機・冷凍庫・冷蔵庫・エアコン・
テレビは平成13年4月に施行された家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）に基
づき、製造メーカーによってリサイクルされます。

• お客様が買い替えをするお店か、お買い求め頂いたお店に引取の依頼をおこなってください。
• 家電リサイクル法では、消費者は家電メーカーがリサイクルする料金（リサイクル料金）と家
電販売店が引き取り場所まで運ぶ収集・運搬料金の負担をする事と決まっています。

• 販売店への引取の依頼できない場合には、処分方法をお住まいの自治体のリサイクル担当窓
口にお問い合わせください。

家電リサイクル法 検索

 警告

洗濯機を資源リサイクルに出す際は、電源コードを切断しドアを外す
これはお子さまが本機に閉じ込められる事故など（窒息する危険）を防止するためです。（譲渡や買
い取って貰うときは野外に仮置きしないですみやかに引き渡してください）。ドアを外すには20番
のトルクスドライバーが必要です。

 禁止

回収業者に絶対に渡さない
産廃物処理法に基づく「一般廃棄物収集運搬業の許可」又は「市町村の委託」を受けた回収業者でも
洗濯機・衣類乾燥機を回収することは出来ません。
家電リサイクル法違反になります。
※他の家電製品のリサイクルとは対応が異なりますのでご注意ください。
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仕様

品名 洗濯機

型名
WE170V_50 WE170V_60

WE170V/5P WE170V/6P

電源 単相200V50Hz 単相200V60Hz

定格消費電力 1750kW

推奨ブレーカー容量 15A

洗濯方式 ドラム回転式

水道水圧
最少圧力 0.05MPa

最大圧力 0.8MPa

外形寸法（幅×高さ×奥行き） 597mm×850×624mm

ノイズレベル（EN ISO 11204/11203） < 70 dB

給水口
給水 1箇所（3/4” 20A）

給湯 1箇所（3/4” 20A）※1

重量 80.5kg

洗濯容量 8.0kg

脱水速度（最大） 1400rpm

※1 給湯ホース（オプション）を接続される場合、お湯の温度が55℃以下であることをご確認く
ださい。

愛情点検　長年ご使用の洗濯機の点検を！

こんな症状は
ありませんか

• 電源コード、プラグが異常に熱くなる。
• 電源コードに深いキズや変形がある。
• 運転が時々止まる。
• 焦げくさい臭いがする。
• 床面にいつも水が溜まっている。
• ビリビリと電気を感じる。
• その他の異常や故障がある。

使用中止

このような症状のときは、故障や事故防止の
ため使用を中止し、すぐに電源プラグをコン
セントから抜くか、単独ブレーカーを落とし
て、必ず販売店、または当社サービスセンター
に点検・修理をご相談ください。
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無料修理規定
1. 保証期間内に取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書きに従った正常な使用状態で故障した
場合には、お買い上げの販売店、または当社サービスセンターが無料修理いたします。

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、
（1）  商品と本書をご提示のうえ、お買い上げの販売店、または当社サービスセンターに依

頼してください。
（2）  お買い上げの販売店、または当社サービスセンターにご依頼のうえ、出張修理に際し

て本書をご提示ください。
なお、離島および離島に準ずる遠隔地では、サービス対応に日数を要するか、対応不可能な
場合がございます。発生する費用に関しては、実費を申し受けます。

3. ご贈答やご転居の場合のアフターサービスについては、事前にお買い上げの販売店にご相談
ください。

4. 保証期間内でもつぎの場合には有料修理になります。
（イ） 使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷
（ロ） お買い上げ後の取付場所の移動、落下等による故障および損傷
（ハ） 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障および損傷
（ニ） 業務用での使用、車輌、船舶への搭載など一般家庭以外に使用された場合の故障およ

び損傷。
（ホ） 本書の提示がない場合
（ヘ） 本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書

き替えられた場合
（ト） メンテナンスに伴う部品の交換、メンテナンス費用等の適用除外、電波周波数変更等

の適用除外
（チ） 屋外での用途、設置をされた場合および弊社設置マニュアル以外の設置、ご使用での

故障および損傷
5. 本書は日本国内においてのみ有効です。

（修理メモ）

※ 製品保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従っ
て製品保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間
経過後の修理等についてご不明の場合は、お買い上げの販売店、または当社サービスセンター
にお問い合わせください。
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